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が表れます。教育、しつけがどうこうといっている場合ではなくなっ

てきます。言っても体が言うことを聞かなくなるのです。血液が汚れ

ていると、その血液が常に一番使う脳に集中するのですから、波動の

変化に対応し、修正できなくなります。ですからとにかく血液をきれ

いにすることです。努力しないと大変なことになるのです。そして、

想念を良いものに。悪い想念を持つと、体中の菌がすべて悪玉菌にな

ります。感謝と善を心がければ血液もきれいになり、その変化に対応

していけるのです。 

 

◆余禄◆ 

▽九州に本社のあるシャボン玉石

鹸でEMを活用した商品が開発さ

れています。すでに市場に出て

います。環境のため、ぜひ利用

して下さい。 

 ▽電磁波にも血をきれいにし、免

疫力をつけていくことが大切。

血液中のソマチッドという物質

が増えるとその害をおさえてく

れます。 

▽早期教育の弊害について 

教育といっても内容によっては早期からしっかりしなければいけない

ものがります。 

それは、親が信じていてくれるという心を育むこと。期待が大きすぎる

と愛情不足の高望みです。すると自分はだめだ、と刻印されることに

なり、自分に自信がもてなくなります。そうではなく、自分を信じる

力を養うこと。良いことはあきらめない性格をつくることです。あと

のことは自然とついてきます。その子それぞれの個性、能力をのばす

ことができてくるのです。それが土台で、その基礎がないまま色んな

教育をしてもいつか崩れてしまいます。 

 

学んで行わざるは学ばないと同じ。実践が大切です。 

一歩でも踏み出す。今日学んだ中で何か一つでもやってみる。 

実行力です。今日と明日が違うよう。 
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＊食と環境おかあさんセミナー＊ 

添加物、環境ホルモン、温暖化——不安が多い現代、 

私達はどうすれば子供達の健康を守れるのでしょう。 

今、知っておいてほしい健康、食、環境の現状について 

NPO(特定非営利活動)法人広島EM普及協会 

事務局長である村瀬道幸先生のお話です。 

 

 

 

  低年齢化する「生活習慣病」と増大する医療費。 

  解決のカギは？ 

 
以前、成人病といった癌や脳疾患、心臓病などは成人特有の病気とと

らえられていましたが、最近それらの低年齢化がすすみ、生活習慣、

食などの影響と深く関係していることから「生活習慣病」と呼ばれる

ようになりました。 

 

食は単なる食べるものだけではなく、子育ての上でも特に大事です。 

瀬戸内の環境浄化に取り組む中で知ったことは、内海町という人口700

人位の町の年間予算が何十億といわれるうち、なんと４割が医療費に

あてられているとのことです。医療費はどんどん財政を圧迫していま

す。そんな中、福井県の中で最も医療費がかかっていた宮崎村(越前市

に合併)では、村長さんがEM（有用微生物群）による土壌改良を行い化

学肥料や農薬に頼らないEM自然農法の野菜づくりに取り組まれ、それ

を町の人々が食べるようになって、どんどん医療費が削減され、さら

には過疎化が改善されたという事例があります。いかに食が大切かと

いうことです。 

 

以前、WHO(世界保健機構)からEM普及協会に会員になってもらえないか、
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という話がありました。それは、これまでWHOの会員は医師、製薬会社

がほとんどでしたが、２１世紀は病気になってからどうするかではな

く、ならないためにどうするか＝予防医学というのが大きなテーマに

なる中、それにはEMが有効だということで協力してほしいということ

でした。国連は勿論、厚生労働省も予防医学をテーマに動きだしてい

ます。 

 

そこで食の重要性が「食育」として問われて来ているのです。 

 

「健康」「生命」を考える時、農業、食、医療、環境はすべてが相互

に関係しあっています。 

特に食が直接かかわっている意味を考えたいと思います。                       

 

最近日本子孫基金が「食べるな危険」という本が出されていて、 

消費者の立場にたって本物をきちっと伝える内容のもので、す

でに6万部が出て、増刷されているそうです。 

 農 

食 

医療 

環境 

生命 
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宇宙のリズムの変動から体を守るには 

—血液、思いをきれいに 
この大宇宙の中心には重力炉というすごいエネルギーの出ている核が

あります。そして、銀河系、太陽系があり、その中に「生命エネルギ

ー（生命子）」という微細エネルギーの密度の高いところが帯状にあ

って、その中に太陽系、地球が入ろうとしています。 

今温暖化が叫ばれていますが、これは単に二酸化炭素だけの影響では

ないのです。今太陽の黒点は、生命子のエネルギーの影響を受けて、

年々活発化しています。太陽から放出されたエネルギーは、シューマ

ン共振波という波動になって絶えず地球に注がれています。何千年も

変わらなかったシューマン共振波（7.8Hz）が、1980年代から変わり、

2004年には16Hzに、そして2012年には22Hzになると言われています。

これがどういうことか。 

NASAが打ち上げるロケットの室内は、常にこのシューマン共振波に合

わせられています。そうしないと人間は空気があっても生きられない。

その周波数に合わせて始めて生きられるのです。このシューマン共振

波を受信するアンテナが扁桃腺と盲腸（役割がないから切ってしまっ

てよいというものではない）で、そのセンターが脳の中心部にある脳

幹にあって、それが「大腸基底核」と呼ばれるところです。そこが生

命維持の基本リズムを発するコントロールセンターで、そこから６つ

のサブリズム（呼吸、心拍、神経、エネルギ−循環、ホルモン周期、脳

波）に分かれ、更に、管理中枢としての交感神経、副交感神経に作用

して、全身の60兆の細胞に信号を送っているのです。 

2012年になると「生命子ベルト」というエネルギーの密度の高い空間

に地球がすっぽり入り、シューマン共振波は22Hzになります。その波

動に人間の大脳基底核が調整できないと全ての体の機能が狂い、あら

ゆる病気が発生するようになります。更に、同じ箇所に「灰白質」と

いう精神バランスをとるところの機能もあり、その機能も同様に調整

できないと精神が不安定になり、カーッと切れやすくなるか、又は逆

に全くやる気が起きないという現象が起こります。この両極端の症状
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ここで食で心掛けたいポイント 

●日本の伝統食 

悪玉菌を増やしてはいけない。善玉菌がつくり出した発酵食品、納豆（納豆菌）、 

みそ（こうじ菌）、梅干し（乳酸菌）、食酢（酢酸菌）などを積極的に食べるこ

と。 

人種によって持っている酵素が違うんです。アメリカ人は小麦を分解できる酵素、 

日本人は米を分解する酵素というようにそれぞれ違うのです。 

●お米をしっかりとること。 

できるだけ農薬、肥料を使っていないものを。農薬、肥料を使った米を炊いてお

いておくと腐敗します。それを体内に入れると体内でも悪玉菌が働くようになり

ます。 

自然農法のものは逆に発酵します。また発芽する生命力をもった玄米が望ましい 

ですが、消化に時間がかかるので、胚芽を残した５〜７分づきが良いですね。 

●自然塩 

塩は人工的に精製されたものは害になります。ミネラル豊富な自然塩は血液に吸

収され、毒素などの排泄を促す働きがあります。EM蘇生海塩やぬちマ−ス、蒲刈の

藻塩など良いものを探して下さい。 

●水 

非イオン化されたパイウォーターのようにクラスター(分子）の小さいものは塩素

や毒素を中和する働きがあります。 

●料理する時には心、愛情を込めて。 
〈水の結晶の写真集〉が出ていますが、ありがとうなど良い言葉のシールを貼っ

た水はきれいな結晶を作りますが、逆にバカヤローなどの言葉を貼った水は結晶

ができず乱れた形になります。それだけ心、言葉の影響は大きいのです。イライ

ラしながら作った食事は腐りやすく心を豊かにする栄養にはなりません。単なる

餌ではないのです。食事が子供の人格すらつくり出すのです。
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私達の生命を支えている微生物たち 

１gの土中には億単位の微生物が存在しています。さらに人間が呼吸す

るとどれくらいの微生物を吸い込むでしょうか。一呼吸でなんと数千

です。では自分の体の中は？腸内細菌はよく知られていますが、血液

やあらゆる部分にも常在菌と言われる必要不可欠な菌が存在していて、

その数は100兆ともいわれています。 

 

人というのはそれだけでは存在できないのです。微生物がいてはじめ

て生命が維持される。共存しているんです。 

 

                      

今の教育は知育、徳育、体育の三本柱とされていて、命にかかわる最

も大切な食育は家庭、母親任せにされています。にもかかわらず、親

は手軽にインスタントや加工食品、外食に頼りがちな現状ではないで

しょうか。そこで学校教育でも本当の意味での食とは何かときちんと

教えようという動きがでてきました。母親が学び、意識改革していく

ことが何より大切です。どんなにお金を儲けても、地位、名誉があっ

ても健康、命と言う安全が保証されなくては何もならないのです。 

 

人間の体には3000種の酵素(エンザイム)が存在しますが、それらは微

生物がつくり出します。食べたものが勝手に血、肉になるのではない

のです。微生物がいて、酵素を生み出し、それによって食物が消化、

分解、合成され、吸収されるのです。 

 

象や馬の赤ちゃんは生まれてすぐにお母さんのふんを食べるそうです

が、糞は腸内細菌のかたまりで、そこには1g中50億もの微生物が存在

していて、それを体内に入れないと食べたものが消化されずに糞づま

人間の生命＝人＋微生物 
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りになって死んでしまいます。 

 

血液は骨髄で作られると一般的には知られていますが、実は上間小腸

でも作られています。食べたものが酵素の働きで分解、吸収されて血

液になるんです。 

 

ところが常在菌は環境ホルモンや抗生物質など化学物質を多くとると、

突然変異を起こします。 

 

O-157は大腸菌が突然変異を起こした１５７番目の菌ということです。

何の害もない常在菌が病原菌に変化してしまうのです。 

 

食べ物の質が悪くなると腸内の細菌は腐敗型の悪玉菌が増えて血液は

汚れ、活性酸素が多くなって病気にかかりやすくなります。そうなる

と悪臭便になるのです。ちなみに赤ちゃんの便はPH5.3の乳酸系の匂い

です。健康な大人でPH5.5です。血液採取をしなくても、匂いが臭けれ

ば、健康の赤信号です。ですから、「大便」を「大きな便り」と書く

のです。 

 

今、「狂食の時代」。それを正しいものに変えていくことが健康にと

って何より大切です。現在の栄養学というのは戦後アメリカから経済

優先で強制的に教えられたもので、色んな面で間違っていることが多

いのです。これからは「酵素栄養学」を考えていかなければいけませ

ん。あらゆる食品をバランスよくとると健康になるかといえば、むし

ろ「偏食」が本当なのです。 
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■日本人にはやはり日本の伝統食が合っています。 

■身土不二、自分が住んでいる土地でできたものをとる。 

日本人が南国のバナナを食べると体を冷やしてしまいます。そして御馳走とは自

分がかけていって採って戻って来て心を込めて作るものです。 

■そして旬のものを食べるのです。 

ということは夏は畑でとれる夏野菜を毎日食べる。旬のものを食べることは「偏

る」ことです。 

 

※ 牛乳をとったら骨ができると思えば大間違い。 

骨粗しょう症は北欧（スウェーデン、デンマーク、ノルウェー）の乳製品の多い

ところの病気だったんです。自然界で大人になっても乳を飲むのは唯一人間だけ。

赤ちゃんは母乳（乳糖）を分解、吸収する酵素を持っていますが、大人になると

なくなります。歯が生えて固形物が食べれるようになった人間が飲むのはとても

不自然です。逆に牛乳をとり、血中にカルシウムが急激に増えると余剰のカルシ

ウムを排出し、同時に他の様々な栄養素も排出してしまうので骨粗しょう症にな

るのです。 

 

血液が体を作り、性格をつくり出す 

間違った食事が血液を汚し、病気を作ります。そして、人間性をもつ

くります。落ち着かない子、イライラする子、血液が汚れると頭、精

神にきます。血液をきれいにする、食を正すこと----日本人らしい食

事を見直さないとこれからの健康はないのです。 

命についてを学ぶことをしっかりしながら子育てをしなければなりま

せん。 


